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■大成建設親子二代
　大成建設の構造のエキスパートとして尽力してきた
細澤治さんは，大学・大学院と横浜国立大学の出身。
2020年3月に大成建設を勇退して，篠塚研究所の技
術顧問として新しい活躍の場に就いた。「さいたまス
ーパーアリーナ」で構造家の小堀徹さん（本コラム
88回に登場）とともに第12回JSCA賞（2000年）を
受賞した。「札幌ドーム」では日本鋼構造協会業績賞
（2001年），原広司＋アトリエ・ファイ建築研究所設
計の「しもきた克雪ドーム」では日本鋼構造協会業
績賞（2006年）を獲得している。
　大正9年生まれの父親は，構造家・川口衛先生と
同じ福井大学で建築を学んだことに誇りをもっていた。
大成建設の施工管理技術者として勤め上げた人だ。
絵が大変上手くて高校生のころ，一緒にデッサンをし
たことを思い出す。「お前は中学生のような絵を描く
んだな」と言われ，そのショックもあってか同じ建築
では嫌だと思い，「自分は電気方面に進む」と伝え
たのだった。が，「結局は同じ建築を選んでしまいま
した」。いざ就職となると父親が大成建設にいたら他
のゼネコンには行けないことを知り，親子二代が大
成建設に職を奉ずることになったのです。
■上司に恵まれる
　「自分を変えてくれた人！」は上司だった田原得之
さん。構造設計のチーム「田原組」リーダーであっ
たが，元 は々社内結婚した細澤夫人を可愛がってく
れていたのだという。今の細澤さんからは想像できな
いが，「口下手でシャイな性格だった」そう。「それで
は生きていけないぞ」と田原さんは，チームのミィーテ
ィングのときには必ず細澤さんに司会をさせたそうだ。
愛の鞭のお陰で，自分の考えを人前で表現できるよ
うになっていった。変貌ぶりには親が驚くほどだった
と今も感謝する。

　大空間のプロジェクトが多かった田原組での思い
出は北海道の千歳近くの雪の結晶をモチーフにした
ホワイトドームの設計。積雪の対策がユニークで，低
層で平らな屋根をつくり，除雪はブルドーザですると
いう名案だった。田原さんの「説明できる建築をつく
る」指針は，後年細澤グループとして率いてきた部
下にも指導してきた。自己アピールの方法とともに自
信をもつ基本姿勢なのだ。細澤さんの業績で特筆す
べきなのは「技術開発」と「施工検討」。1990年以来，
集成材の利用で現場継手の開発などにも取り組んで
きた。大成建設エグゼクティブ・フェローとしての本
分を発揮した新国立競技場のレジリエントな構造設
計。木と鉄のハイブリッド構造の木部分が建築基準
法に規定されているレベル以上の外乱による変形を
抑制する剛性と耐力を付与する役割などを解析した
り，大いに技術力を活かして，技術開発をしてきた
のです。また，施工検討では屋根トラスの施工手順
を詳細に解析し，施工に役立てています。
■これからの最適化とは
　構造家の佐々木睦朗さんとは前述の原広司＋アトリ
エ・ファイ建築研究所設計の「札幌ドーム」で一緒
に仕事をし，今でも尊敬する構造家であるという。「建
築構造における最適化に必要なのは，よいと思ったと
ころで止めること」という佐々木さんの考えに賛同す
る。設計のすべてが何らかの意味で最適設計である
べきなのだろうが，コンピュータで設計する構造設計
のどこをもって最適と判断し，合理性を求めていくか
が問題だ。その判断が構造家に求められるセンスな
のだという。個人の構造家としての作家性を超え，
構造センスと技術力で大成建設の構造を引っ張って
きた細澤治さん。覇志堂
との構造設計の最適化論
議は尽きないのでした。
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健康に暮らす住まい
9つのキーワード
設計ガイドマップ
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省エネ住宅に取り組む
工務店が気をつけたい
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法的観点から
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健康を維持するためには，健康と
住まいの関係を把握し，健康に暮
らす住まいを理解することが必要
になります。本書では，健康に暮
らす住まいのポイントを，健康に
かかわる 9 つのキーワードと，建
築の 10 の部位に応じて整理してい
る「設計ガイドマップ」です。キー
ワードと建築の部位でガイドマッ
プを読むことで，健康に暮らす住
まいのポイントが理解できます。
「健康に暮らす住まい」を具体的に
捉え，実現していくための参考書。

省エネと健康な住まいのつくり方
著者が，30 年間追い続けている「資
産価値のある家」「地場産業として
の家」の提言がまとめられていま
す。新築住宅を流通市場に流して
も，住宅の要求性能が落ちないた
めにはどうしたらよいか。家づく
りにおいて，新築市場を中古流通
市場に変えると，様相は一変し，
業界に嵐が吹き荒れます。そのよ
うな中でホームランを打つのは誰
か，打たれたのは誰か。地場で活
躍している工務店の方にはぜひ一
読してほしい。

省エネ住宅をつくるうえで発生す
る，断熱材施工に関するトラブル，
契約や補助金申請をめぐるトラブ
ル，ZEH の広告・契約など，弁護
士法人匠総合法律事務所が取り
扱ってきたトラブル案件を事例集
約し，トラブルの内容，原因とポ
イント，法的観点からの検討に分
けて解説します。省エネ住宅に取
り組むにあたり，落とし穴に落ち
ないための注意すべきポイントを
解説します。

（株）建築技術のHPまたはファクシミリにてご注文ください http://www.k-gijutsu.co.jp/ Fax.03-3222-5957


